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こ の 度はホープ ＲＴＢ型ラジアント チューブバー ナーをお買いあげい ただき誠にあ

り がとうございま す。充分な性能を満 足していただ く為、また安全及び 保守・点検等

の 為、この取扱説 明書をよくお読み下 さいます様、 お願い申しあげます 。

こ の取扱説明書は 施工業者様はもとよ りエンドユー ザー様まで確実にお 届け下さい。

購入時の点検確認

ご注文通りの 製品かどうかバーナ ーの銘板と下 記仕様表でご確認下 さい。

また輸送中の 破損等の有無を点検 して下さい。

概 要

ＲＴＢ型ラジ アントチューブバー ナーは、Ｕ型 、Ｗ型のチューブ形 状に対応でき

ます。本体は、 シンプルかつコンパ クトで簡単な 構造となっている為 、メンテナン

スも容易に行え ます。間接乾燥炉、 加熱炉等、幅 広くご使用していた だけます。

高温用途には、 熱交換器設置するこ とで、更なる 省エネルギーが可能 です。

特 長

１）シンプルな な構造の為、メンテ ナンスが容易 に行えます。

２）コンパクト な為、電気炉等から ガス加熱炉へ の変更に適していま す。

３）ノズルミッ クスバーナーですの で逆火の心配 がなく、予熱空気も

対応できま す。（弊社、ＲＬ型 熱交換器をご 使用下さい）

仕 様

接続 口径 (Rc)

型 式 燃焼容量 適用 ﾁｭｰﾌﾞ

kW エ ア ー ガス ﾎｰﾙﾄﾞｴｱｰ A

RTB- 10 0 3 5 1 1/ 2 1/ 2 1 00

RT B- 12 5 5 8 2 3/ 4 3 /8 1 25

RT B- 15 0 9 3 2 1/ 2 1 1 50

● 基 準圧：ガ ス 2～ 10kPa 空 気 6～ 10kPa
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安全上のご注意

取付工事、試運 転調整、保守・点検 の前に必ずこ の取扱説明書とその 他の付属書類を

す べて熟読し、機 器の知識、安全の情 報、そして注 意事項のすべてにつ いて習熟してか

ら ご使用下さい。 この取扱説明書では 、安全注意事 項のランクを「高度 の危険」「危険 」

「 注意」として区 分してあります。

取り扱いを 誤った場合に 、極度に危険な状態 が

起こり得て 、死亡又は重 傷を受ける可能性が 想

定される場 合。

取り扱いを 誤った場合に 、危険な状態が起こ り

得て、死亡 又は重傷を受 ける可能性が想定さ れ

る場合。

取り扱いを 誤った場合に 、危険な状態が起こ り

得て、中程 度の障害や軽 傷を受ける可能性が 想

定される場 合及び物的損 害のみの発生が想定 さ

れる場合。

尚、 に記載した 事項でも状況に よっては重大な結果 に結びつ

く可能性が あります。いずれも 重要な内容を 記載しておりますの で、必ず守って

下さい。

絵表示の意味 例

行為を 強制・指示す る内容があるこ とを 告げるもの

です。 近くに具体的 な強制・指示内 容が 描かれてい

ます。

強制 必ず行う

禁止の 行為であるこ とを告げるもの です 。

近くに 具体的な禁止 内容が描かれて いま す。

禁止 接触禁止

注意を 促す内容があ ることを告げる もの です。

近くに 具体的な注意 内容が描かれて いま す。

注意 高温注意
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必ずお読み下さい

着火動作の前 には必ずプレパー ジして下さい。

特に着火動作 を連続で繰り返す と、炉内に溜ま った

ガスで爆発事 故を起こす可能性 があります。

火炎検出等の 安全装置を設置し て下さい。

点火 プラグのスパーク確 認等の為、プ ラグの脱着をする場

合は 、必ずトランス電源 を切ってから 、おこなってくださ

い。

感電注意

点 火時及び燃焼時 に、サイトホールは 絶対に外さな いで下

さ い。

※ 炉内の熱ガスが 吹き出すことがあり ます。

バーナ ー前板、パイロ ットバーナー取り 付け部周辺は燃 焼

中特に 高温になります 、触らないよう注 意して下さい。

接 触禁止

パ ッ キンについて

１．附属のパッキンは、本バーナーのシ ール以外には使 用し ないで下さい。

２．交 換した後の古いパッ キンは、速や かに袋に入れ廃 棄す る場合は「廃棄 物の

処 理及び清掃に関する 法律」に従う こと。尚、焼却 処分 は行わないこと 。
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取付け

・スパークプラ グ先端部の磁器製保 護管は破損し 易い為、取付けの際 は充分

ご注意下さい 。

・ラジアントチ ューブの焼損予防の 為、

チューブフラ ンジ面からバーナノ ズル

先端までの長 さＬは、チューブフ ラン

ジ面から炉壁 までの距離＋約 20mmに

設 定して下さ い。

配 管

1. シ ー ルテープ・ボンド・ 切粉等が配管 内に残らない様 、必 ず清掃して下さ い。

電磁 弁・ガバナ・バルブ 類等の作動不 良の原因になり ます 。

2. 配 管 を接続するときはバ ーナーに無理 な力が、かから ない 様に配管サポー トを

設け て下さい。

フローシート

バーナ

ブロア

L

炉壁

20mm
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操作方法

運転準備

1. す べ てのガスコックが閉 じている事を 確認する。

2. エ ア ー、又は窒素等でガ ス配管内の漏 れチェックを行 う。

3. エ ア ー・ガスの各ライン の機器類が正 常に作動する事 を確 認する。

4. ガ ス が所定の圧力で供給 され、配管内 が置換されてい るこ とを確認する。

5. ブ ロ アーを起動し、本バ ーナーの最大 燃焼時のエアー 流量 があることを

エア ーラインのオリフィ ス流量計の差 圧を測定し、Ｐ －Ｑ 表より確認する 。

6. コ ン トロールダンパーで 、バーナーの 最大燃焼時と最 小燃 焼時のエアー流

量を 設定する。

7. ホ ー ルドエアーラインの オリフィス流 量計の差圧を測 定し 、Ｐ－Ｑ表より

エア ー流量を求め、適正 なホールドエ アー流量を設定 する 。

8. コ ン トロールダンパーを 全開にして、 ラジアントチュ ーブ 内のエアーパー ジ

を行 う。 (パ ージはラジアントチ ューブ容積の およそ１０倍を目安 として下さい。 ）

9. コ ン トロールダンパーを 、最小燃焼時 の位置に設定す る。

点 火

1 . ガ ス ラインの コック、電磁弁、リ ミティングバ ルブ等が全閉である 事を確認する。

2. 点 火 ボタンを 押して、ガスライン のコック及び 電磁弁を開く。

3. リ ミ ティング バルブを徐々に開い てゆき、バー ナーが確実に着火し た事を確認する 。

調 整

1 . エ ア ーライン のオリフィス流量計 の差圧を測定 し、Ｐ－Ｑ表よりエ アー流量を確

認する。

2. バ ー ナーに必 要なガス流量をＰ－ Ｑ表にて算出 する。

3. ガ ス ラインの オリフィス流量計に て適正な空気 比になるまで、リミ ティングバル

ブを調整する 。

4. 均 圧 弁制御の 場合は燃焼状態を確 認しながら、 コントロールダンパ ーを最大燃焼

時の位置まで ゆっくりと開け、各 流量を確認す る。

5. 火 炎 検出器に よる電流値の確認も 行なう。

6. 空 気 比の設定 が終わったら、再度 コントロール ダンパーを、最小燃 焼時の位置に

戻す。

7.コ ン ト ロールモーターとコ ントロールダ ンパーをジョイ ント して、必要なタ ーン

ダウン がとれるようにする 。

注 意

・ガス配 管内に燃料ガスが置 換されていな いと、バーナー が着 火しにくい場合 があ

り ます。着火しな かった場合は、速や かにガスコック 及び電磁弁を全閉 にし、ラ

ジ アントチューブ 内を充分にエアーパ ージをしてから 再度着火を行って 下さい。

消 火

・ガス ライン手前のコック 及び電磁弁を 全閉にして、消 火し たことを確認し ます。

・ノズ ル保護の為、燃焼ブ ロアーは炉内 温度が３００℃ 以下 になってから停 止し

て下 さい。
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点 検 （バ ーナ ー 及び 付 属品 の点 検 は、 使 用状 況に 応 じて 適時 行 って 下 さい 。）

※点検は 炉の冷却後行って下 さい。また必 ず防護手袋等を着用 して下さい。

1. 燃 焼 ブロアー等すべての 電源が、切れ ている事を確認 しま す。

2. す べ てのガスコックが、 閉じているこ とを確認します 。

3. ガ ス 、エアー配管のユニ オン等を弛め ます。

4. ノ ズ ル等の 点検

・エ アーボディ①とガス ボディ②を止 めている六角ボ ルト を弛め ます。

（エアーボデ ィ①が冷えたことを 確認してから 行って下さい）

・ガ スボディ②をエアー ボディ①から 外します。

（点火プラ グ⑩ガスパイプ⑧コ ーン⑤ホール ドエアーボディ③等 はガスボディ

②に固定 されています。）

・ガ スボディ②を取り外 し、コーン⑤ エアーノズル板 ⑦点 火プラグ⑩ホー ルド

エ アーヘッド⑥等部品 の破損や弛み がないか点検し ます 。 ）

5. 内 筒 ④の点 検

・ガ スボディ②を取り外 した後、エア ーボディ①を外 しま す。

（ エアーボディ①に内 筒④が固定さ れています。）

注 ) 炉 内の熱 気に充分注意して下 さい。

注 ) 内 筒④は 、高温になっている 場合がありま すので直接触らない で下さい。

内筒④が 破損、又は異物が付 着していない かどうか点検します 。

6. ホ ー ルドエ アーヘッド⑥の点検

・ガ スボディ②ホールド エアーボディ ③とを固定して いる 六角穴付ボルト

を 弛めます。

・ホ ールドエアーボディ ③をガスボデ ィ②から取り外 しま す。

（ ホールドエアーボデ ィ③にホール ドエアーパイプ ⑨ホ ールドエアーヘ ッ

ド⑥が固定されてい ます。）

注 )ホ ールドエアーヘッド ⑥は高温にな っている場合が あり ますので直接触 ら

な いで下さい。

注 )ホ ールドエアーヘッド ⑥が破損、又 は異物が付着し てい ないかどうか点 検

し ます。

尚、各部 品が破損している場 合は、燃焼に不 具合をきたすこと が多い為、弊社

までご相 談下さい。異物が付 着している場合 は、清掃して下さ い。

7.各 部 品等に異 常のないことを確認 したら以下逆 の手順で組み付けま す。

（部 品・配管等に締め忘 れのないよう 注意して下さい 。）

注 )点 火プラグ⑩先端部の 磁器製保護管 は破損し易い為 、取 り付けの際には 充

分 ご注意下さい。

※ バ ーナー及び付属品、 各周辺機器類 の点検に際して は、 それぞれに付属 す

る 取扱説明書を熟読の 上、行って下 さい。

23

22
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※ 警告プレー トについ て

設置工事終了後 は必ず附属の警告プ レートをバー ナー付近の見やすい 位置に取付け

て 下さい。尚、紛 失した場合は速やか に弊社営業部 までご連絡下さい。
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着火しない

ガス・エアーの

の供給は正常か？

点火プラグが確実に

スパークしているか？

シーケンスは正常に

動作しているか？

バーナーノズルの詰ま

りはないか？

失火する？

ブロアー及びそのラインの各機器

を点検して下さい。

ガスラインの各機器を点検して

下さい。

点火プラグを点検して下さい。

シーケンス及び電気配線等を

点検して下さい。

下さい。

バーナーノズルを点検して

※バーナー及び各周辺の点検に際しては、

それぞれに付属する取扱説明等を熟読

の上、行って下さい。

※次の各項目を点検して下さい。

①ウルトラビジョン・フレーム

ロッド及びプロテクトリレーは

正常に動作しているか？

②エアー・ガス圧力の大きな変動

はないか？

※ その他ご不明な点は弊社営業部までお問い合わせ下さい。

TEL 052-736-0773
FAX 052-736-0258
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構 造 図 ＲＴＢ型 ラジアントチューブバー ナー

NO. 部 品 名 個数 NO. 部 品 名 個数

1 エ アーボ ディ 1 13 相 フ ラン ジ 1

2 ガ ス ボデ ィ 1 14 エ ア ーオ リフィス 1

3 ﾎｰﾙﾄﾞｴｱｰﾎﾞﾃﾞ ｨ 1 1 5 エ ア ーパ ッキン 2

4 内 筒 1 16 六 角 ボル ト 4

5 コ ー ン 1 17 六 角 ナッ ト 4

6 ﾎｰﾙﾄﾞｴｱｰﾍｯﾄﾞ 1 1 8 プ ラ グ 1/4 2

7 エ ア ーノ ズル板 1 19 プ ラ グ 1/8 1

8 ガ ス パイ プ 1 20 六 角 穴付 止めネジ 4

9 ﾎｰﾙﾄﾞｴｱｰﾊﾟｲﾌ ﾟ 1 2 1 六 角 穴付 止めネジ 4

10 点 火 プラ グ 1 22 六 角 穴付 ボルト 4

11 サ イ トホ ール 1 23 六 角 ボル ト 4

12 Ｕ .Ｖ .ソ ケ ット 1

1

2
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4 8 9 3 12

22 19

18

5 6 20 7 21

16

11

10


